






















世界が聴いた富士の音［1991年］

写真でみる東響70年

ニューヨークで開催された国連デー・コンサート（1991年）

日本＝ロボット的?

　「正確に演奏するが、そこに感情はない」
　海外の評論家が日本のオーケストラを評すると
き、決まり文句のように出てくるのがこの言葉。そ
れに対し、独ライニッシェ・ポスト紙は「この先入
観は今日の事態から見ればひどくばかげている」
と主張する。東響の演奏を聴いての感想だった。
　創立45周年を迎えた1991年、1か月間におよ
ぶワールドツアーに出かけた東響の演奏は熱狂
を以て受け入れられた。アンコールにニュルン
ベルクで《マイスタージンガー》を、ロンドンで
《威風堂々》を演奏すると、これが思わぬ反響を
呼び、英ガーディアン紙は「ちょっとしたセン
セーションを巻き起こし、この『希望と栄光の
地』の聴衆を完璧なまでに魅了した」と評した。
　各公演の1曲目には名刺代わりの邦人作品も
入っていたが、中でも注目されたのは三善晃の
《連禱富士》である。多くの新聞が《春の祭典》を
引き合いに出し、そこに踊ったのは「火山」の文

字。極東のオーケストラは西欧のレパートリーの
良いところだけを取り入れているのではないと
証明した。

国際連合本部にて

　そして迎えた最後の地はニューヨーク、国連
本会議場での「国連デー・コンサート」。ペレス
＝デ＝クエヤル事務総長の挨拶の後の演奏と
いう状況に緊張の面持ちの楽員であったが、演
奏が終わってみれば万雷の拍手。スタンディン
グ・オベーションと笑顔がツアーを締めくくった。

　それから四半世紀が経ち、世界の状況も大き
く変わった。1991年当時、ユーゴスラビア紛争
のまっただ中であったために公演を断念したク
ロアチアの首都ザグレブで、今月末ついに東響
の音が響く。
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